
2020年2月18日
FWD富士生命保険株式会社

2019年度 第3四半期の業績の概要

FWD富士生命保険株式会社 (代表取締役社長兼CEO 友野 紀夫)は、2019年度第3四半期（2019年4月1日
～12月31日）の業績をお知らせいたします。
なお、金額、件数は記載単位未満の端数を切り捨てており、諸比率は四捨五入によって表示しています。

トピックス

4.総資産
総資産は2018年度末から5.2％増加し9,279億円となり

ました。

2.保有契約件数・保有契約年換算保険料
保有契約件数は1,363千件となり、保有契約年換算保険

料は1,709億円となりました。

1.新契約件数・新契約年換算保険料
新契約件数は148千件となり、新契約年換算保険料は

163億円となりました。

3.保険料収入
保険料収入は前年同期から4.6％増加し1,365億円とな

りました。
内訳 第一分野 1,103億円

第三分野 261億円 5.純利益
純利益は55億円となりました。

6.ソルベンシー・マージン比率
ソルベンシー・マージン比率は2018年度末から

12.8ポイント増加し、1,042.5%となりました。
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FWD 富士生命保険株式会社（代表取締役社長兼 CEO 友野紀夫）の 2019 年度第 3 四半期（4 月 1
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1．主要業績 

（1）保有契約高及び新契約高 

・保有契約高 （単位：千件、億円、％） 

区  分 

2018 年度末 
2019 年度 

第 3 四半期会計期間末 

件 数 金 額 件 数 金 額 

   前年度末比  前年度末比 

個 人 保 険 1,247 66,195 1,355 108.7 83,718 126.5 

個人年金保険 7 359 7 97.8 350 97.5 

団 体 保 険 ─ 2,550 ─ ─ 2,656 104.2 

団体年金保険 ─ ─ ─ ─ ─ ─ 

（注）個人年金保険については、年金支払開始前契約の年金支払開始時における年金原資と年金支払開始

後契約の責任準備金を合計したものです。 

 

 

・新契約高 （単位：千件、億円、％） 

区  分 

2018 年度 

第 3 四半期累計期間 

2019 年度 

第 3 四半期累計期間 

件 数 金 額 件 数 金 額 

  新契約 
転換によ

る純増加 
 

前年 

同期比 
 

前年 

同期比 
新契約 

転換によ

る純増加 

個 人 保 険 77 13,308 13,308 ― 148 192.3 20,976 157.6 20,976 ― 

個人年金保険 ─ ─ ─ ─ ― ― ― ― ― ― 

団 体 保 険 ─ 182 182 ― ― ─ 331 181.7 331 ― 

団体年金保険 ─ ─ ─ ― ― ─ ― ― ― ― 
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（2）年換算保険料 

・保有契約 （単位：百万円、％） 

区  分 2018 年度末 
2019 年度 

第 3 四半期会計期間末 

 

前年度末比 

個 人 保 険 161,505 168,361 104.2 

個 人 年 金 保 険 2,591 2,557 98.7 

合 計 164,097 170,919 104.2 

 うち医療保障・生前給付保障等 54,449 56,211 103.2 

 

・新契約 （単位：百万円、％） 

区  分 
2018 年度 

第 3 四半期累計期間 

2019 年度 

第 3 四半期累計期間 

 

前年同期比 

個 人 保 険 28,421 16,370 57.6 

個 人 年 金 保 険 ─ ─ ─ 

合 計 28,421 16,370 57.6 

 うち医療保障・生前給付保障等 8,846 4,672 52.8 

（注） 1. 年換算保険料とは、1 回あたりの保険料について保険料の支払方法に応じた係数を乗じ、1 年あた

りの保険料に換算した金額です（一時払契約等は、保険料を保険期間で除した金額）。 

 2. 「医療保障・生前給付保障等」については、医療保障給付（入院給付、手術給付等）、生前給付保

障給付（特定疾病給付、介護給付等）、保険料払込免除給付（障害を事由とするものは除く。特定

疾病罹患、介護等を事由とするものを含む）等に該当する部分の年換算保険料を計上しています。 
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2．資産運用の実績（一般勘定） 

（1）資産の構成 

 （単位：百万円、％） 

区 分 
2018 年度末 

2019 年度 

第 3 四半期会計期間末 

金 額 占 率 金 額 占 率 

現 預 金 ･ ｺ - ﾙ ﾛ - ﾝ 23,465 2.7 12,611 1.4 

買 現 先 勘 定 ─ ─ ─ ─ 

債券貸借取引支払保証金 ─ ─ ─ ─ 

買 入 金 銭 債 権 ─ ─ ─ ─ 

商 品 有 価 証 券 ─ ─ ─ ─ 

金 銭 の 信 託 ─ ─ 1,750 0.2 

有 価 証 券 780,590 88.5 838,851 90.4 

 公 社 債 376,810 42.7 288,902 31.1 

 株 式 26,480 3.0 48,397 5.2 

 外 国 証 券 375,078 42.5 498,974 53.8 

  公 社 債 364,347 41.3 481,886 51.9 

  株 式 等 10,730 1.2 17,088 1.8 

 そ の 他 の 証 券 2,221 0.3 2,576 0.3 

貸 付 金 16,873 1.9 17,901 1.9 

不 動 産 12,889 1.5 12,870 1.4 

繰 延 税 金 資 産 ─ ─ ─ ─ 

そ の 他 48,414 5.5 43,936 4.7 

貸 倒 引 当 金 △5 △0.0 △4 △0.0 

合 計 882,227 100.0 927,917 100.0 

 う ち 外 貨 建 資 産 249,471 28.3 396,059 42.7 

（注） 不動産については土地・建物を合計した金額を計上しております。 
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（2）有価証券の時価情報（売買目的有価証券以外の有価証券のうち時価のあるもの） 

 （単位：百万円） 

区 分 

2018 年度末 
2019 年度 

第 3 四半期会計期間末 

帳簿価額 時 価 
差 損 益 

帳簿価額 時 価 
差 損 益 

 差益 差損  差益 差損 

 

満期保有目的の債券 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 

責任準備金対応債券 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 

子会社・関連会社株式 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 

そ の 他 有 価 証 券 709,186 752,496 43,310 44,781 1,471 744,345 782,101 37,756 38,741 985 

 

公 社 債 348,135 376,610 28,474 28,490 15 271,207 288,501 17,293 17,346 53 

株 式 374 936 561 568 7 374 872 498 510 12 

外 国 証 券 358,675 372,729 14,053 15,493 1,439 470,662 490,151 19,488 20,408 919 

 
公 社 債 350,316 364,347 14,031 15,450 1,419 462,425 481,886 19,460 20,115 654 

株 式 等 8,359 8,381 22 42 20 8,237 8,265 28 293 265 

そ の 他 の 証 券 2,000 2,221 220 229 8 2,100 2,576 475 475 ─ 

買 入 金 銭 債 権 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 

譲 渡 性 預 金 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 

そ の 他  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 

合 計 709,186 752,496 43,310 44,781 1,471 744,345 782,101 37,756 38,741 985 

公 社 債 348,135 376,610 28,474 28,490 15 271,207 288,501 17,293 17,346 53 

株 式 374 936 561 568 7 374 872 498 510 12 

外 国 証 券 358,675 372,729 14,053 15,493 1,439 470,662 490,151 19,488 20,408 919 

 
公 社 債 350,316 364,347 14,031 15,450 1,419 462,425 481,886 19,460 20,115 654 

株 式 等 8,359 8,381 22 42 20 8,237 8,265 28 293 265 

そ の 他 の 証 券 2,000 2,221 220 229 8 2,100 2,576 475 475 ─ 

買 入 金 銭 債 権 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 

譲 渡 性 預 金 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 

そ の 他  ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 

（注） 本表には、金融商品取引法上の有価証券として取り扱うことが適当と認められるもの等を含んで

います。 
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・時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券の帳簿価額は以下のとおりです。 

 

 （単位：百万円） 

区  分 2018 年度末 
2019 年度 

第 3 四半期会計期間末 

満 期 保 有 目 的 の 債 券 ─ ─ 

 
非 上 場 外 国 債 券 ─ ─ 

そ の 他 ─ ─ 

責 任 準 備 金 対 応 債 券 ─ ─ 

子 会 社 ・ 関 連 会 社 株 式 25,400 47,400 

そ の 他 有 価 証 券 2,656 9,702 

 

非上場国内株式（店頭売買株式を除く） 144 125 

非上場外国株式（店頭売買株式を除く） ─ ─ 

非 上 場 外 国 債 券 ─ ─ 

そ の 他  2,511 9,577 

合  計  28,056 57,102 

 

（3）金銭の信託の時価情報 

 （単位：百万円） 

区分 

2018 年度末 2019 年度第 3 四半期会計期間末 

貸借対照表 

計上額 
時価 

差損益 四半期 

貸借対照表 

計上額 

時価 

差損益 

 差益 差損  差益 差損 

金銭の信託 ─ ─ ─ ─ ─ 1,750 1,750 ─ ─ ─ 

 

・運用目的の金銭の信託 

 （単位：百万円） 

区分 

2018 年度末 2019 年度第 3 四半期会計期間末 

貸借対照表計上額 
当期の損益に 

含まれた評価損益 

四半期 

貸借対照表計上額 

当期の損益に 

含まれた評価損益 

運用目的の 

金銭の信託 
─ ─ 1,750 ─ 

 

・満期保有目的、責任準備金対応、その他の金銭の信託 

該当ありません。 
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3．四半期貸借対照表 

 （単位：百万円） 

 期 別 

 

科 目 

2018 年度末 

要約貸借対照表 

（2019 年 3 月 31 日現在） 

2019 年度 

第 3 四半期会計期間末 

（2019 年 12 月 31 日現在） 

金額 金額 

(資産の部）       

現金及び預貯金  23,465   12,611  

金銭の信託  ─   1,750  

有価証券  780,590   838,851  

 （うち国債） ( 362,423 ) ( 275,001 ) 
 （うち社債） ( 14,387 ) ( 13,901 ) 
 （うち株式） ( 26,480 ) ( 48,397 ) 
 （うち外国証券） ( 375,078 ) ( 498,974 ) 

貸付金  16,873   17,901  

 保険約款貸付  16,861   17,892  

 一般貸付  11   9  

有形固定資産  14,114   14,154  

無形固定資産  6,249   7,829  

代理店貸  23   36  

再保険貸  20,395   17,818  

その他資産  20,513   16,902  

前払年金費用  7   64  

貸倒引当金  △5   △4  

資産の部合計  882,227   927,917  

(負債の部）       

保険契約準備金  781,952   833,555  

 支払備金  5,072   5,728  

 責任準備金  776,553   827,432  

 契約者配当準備金  326   393  

代理店借  5,833   3,392  

再保険借  10,794   5,193  

その他負債  16,401   18,978  

 未払法人税等  1,908   137   
 資産除去債務  522   548   
 その他の負債  13,970   18,292   

役員退職慰労引当金  68   66  

価格変動準備金  1,557   1,962  

繰延税金負債  12,118   10,454  

負債の部合計  828,726   873,602  

（純資産の部）       

資本金  33,750   33,750  

資本剰余金  23,750   23,750  

 資本準備金  23,750   23,750  

利益剰余金  △32,119   △26,868  

 その他利益剰余金  △32,119   △26,868  
 繰越利益剰余金  △32,119   △26,868  

株主資本合計  25,380   30,631  

その他有価証券評価差額金  31,229   26,948  

繰延ヘッジ損益  △3,109   △3,265  

評価・換算差額等合計  28,119   23,683  

純資産の部合計  53,500   54,314  

負債及び純資産の部合計  882,227   927,917  
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4．四半期損益計算書 

 （単位：百万円） 

 期 別 

 

 

科 目 

 2018 年度   2019 年度  

 第 3 四半期累計期間   第 3 四半期累計期間  

 
 

2018 年 4 月 1 日から

2018 年 12 月 31 日まで 
  

 
2019 年 4 月 1 日から 

2019 年 12 月 31 日まで 
 

 金額  金額 

経常収益   235,970   226,262  

保険料等収入   186,630   194,669  

 （うち保険料） ( 130,488 ) ( 136,512 ) 

資産運用収益   43,555   28,868  

 （うち利息及び配当金等収入） ( 9,337 ) ( 13,004 ) 

 （うち有価証券売却益） ( 33,640 ) ( 15,830 ) 

その他経常収益   5,783   2,724  

経常費用   219,715   219,049  

保険金等支払金   106,057   119,455  

 （うち保険金） ( 10,329 ) ( 8,210 ) 

 （うち年金） ( 2,477 ) ( 2,574 ) 

 （うち給付金） ( 6,879 ) ( 8,284 ) 

 （うち解約返戻金） ( 14,294 ) ( 19,092 ) 

 （うちその他返戻金） ( 1,349 ) ( 1,618 ) 

責任準備金等繰入額   60,686   51,534  

 支払備金繰入額  914   656  

 責任準備金繰入額  59,771   50,878  

 契約者配当金積立利息繰入額  0   0  

資産運用費用   9,809   6,487  

 （うち支払利息） ( 7 ) ( 4 ) 

 （うち金銭の信託運用損） ( ─ ) ( 0 ) 

 （うち有価証券売却損） ( 7,195 ) ( 2,163 ) 

 （うち金融派生商品費用） ( 2,468 ) ( 2,992 ) 

 （うち為替差損） ( ─ ) ( 858 ) 

事業費   40,923   38,325  

その他経常費用   2,239   3,247  

経常利益   16,254   7,212  

特別損失   262   425  

 固定資産等処分損  2   20  

 価格変動準備金繰入額  260   404  

契約者配当準備金繰入額   186   144  

税引前四半期純利益   15,805   6,642  

法人税及び住民税   2,781   1,102  

法人税等合計   2,781   1,102  

四半期純利益   13,023   5,540  
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注記事項  

（四半期貸借対照表関係及び株主資本等変動計算書関係） 

2019年度第3四半期会計期間末 

 

1. 会計方針の変更 

その他有価証券のうち外貨建債券に係る換算差額について、従来、評価差額として全部純資産直入法により処理しており

ましたが、当年度の期首より、外国通貨による時価の変動に係る換算差額を評価差額とし、それ以外の換算差額について

は為替差損益として処理する方法に変更しております。 

なお、外貨建債券については、為替変動リスクをヘッジする目的で為替予約取引を実施しており、従来、時価ヘッジを行

っておりましたが、当該変更に伴いヘッジ会計の要件を満たさなくなるため、ヘッジ会計の適用を中止しております。 

これは、当社は、事業特性の再評価、資産運用環境の分析等の結果を受けて資産運用方針の変更を行っておりますが、こ

の変更を受けて、為替リスク管理方針をより適切に財務諸表に反映させるために行ったものであります。 

また、当社は親会社が準拠する国際財務報告基準に基づき業績評価を行っておりますが、変更後の会計方針は同基準にお

ける会計処理方法と整合するため、業績評価とより整合性を持たせるために行ったものであります。 

当該会計方針の変更は遡及適用され、その結果関連するヘッジ会計も遡及的に中止となり、これらの累積的影響額は当年

度の期首の純資産に反映されております。この結果、利益剰余金の当期首残高は 289 百万円減少し、その他有価証券評

価差額金の当期首残高は同額増加しております。 

 

2. 簡便的な会計処理 

繰延税金資産の回収可能性の判断については、一時差異の発生状況について前年度末から大幅な変動がないと認められる

ため、同年度末の検討において使用した将来の業績予測及びタックス・プランニングの結果を適用しております。 

 

3. 消費貸借契約により貸し付けている有価証券の四半期貸借対照表価額は、58,887 百万円であります。 

 

4. 契約者配当準備金の異動状況は以下のとおりであります。 

イ. 当期首現在高 326 百万円 

ロ. 当第 3 四半期累計期間契約者配当金支払額 77 百万円 

ハ. 利息による増加等 0 百万円 

ニ. 契約者配当準備金繰入額 144 百万円 

ホ. 当第 3 四半期会計期間末現在高 393 百万円 

 

5. 当社は 2019 年 4 月 17 日にマーキュリーNHB 特定目的会社へ優先出資を行い、当年度より子会社としました。なお、

当子会社は、東京都において賃貸等不動産を保有しております。 

マーキュリーNHB 特定目的会社をはじめとする連結子会社の当第３四半期会計期間末における賃貸等不動産の貸借対照

表価額は 36,960 百万円、時価は 38,000 百万円であります。なお、時価は社外の不動産鑑定士による不動産鑑定評価書

に基づく金額によっております。また、連結子会社の賃貸等不動産の貸借対照表価額に含まれている資産除去債務に対応

する額はありません。 

 

6. 金額は、記載単位未満を切り捨てて表示しております。 

 

 

（四半期損益計算書関係） 

2019年度第3四半期累計期間 

 

1. １株当たり四半期純利益は 4,817 円 65 銭です。なお、潜在株式はありません。 

 

2. 金額は、記載単位未満を切り捨てて表示しております。 
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5．経常利益等の明細（基礎利益） 

 （単位：百万円） 

 2018 年度 

第 3 四半期累計期間 

2019 年度 

第 3 四半期累計期間 

基礎利益 A △7,250 △1,399 

キャピタル収益  34,120 15,830 

 

金銭の信託運用益 ― ― 

売買目的有価証券運用益 ― ― 

有価証券売却益 33,640 15,830 

金融派生商品収益 ― ― 

為替差益 479 ― 

その他キャピタル収益 ― ― 

キャピタル費用  9,664 6,014 

 

金銭の信託運用損 ― 0 

売買目的有価証券運用損 ― ― 

有価証券売却損 7,195 2,163 

有価証券評価損 ― ― 

金融派生商品費用 2,468 2,992 

為替差損 ― 858 

その他キャピタル費用 ― ― 

キャピタル損益 B 24,456 9,816 

キャピタル損益含み基礎利益 A＋B 17,205 8,417 

臨時収益  15 1 

 

再保険収入 ― ― 

危険準備金戻入額 ― ― 

個別貸倒引当金戻入額 15 1 

その他臨時収益 ― ― 

臨時費用  966 1,205 

 

再保険料 ― ― 

危険準備金繰入額 966 1,205 

個別貸倒引当金繰入額 ― ― 

特定海外債権引当勘定繰入額 ― ― 

貸付金償却 ― ― 

その他臨時費用 ― ― 

臨時損益 C △951 △1,204 

経常利益 A＋B＋C 16,254 7,212 
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6．ソルベンシー・マージン比率 

 （単位：百万円） 

項   目 2018 年度末 

2019 年度 

第 3 四半期 

会計期間末 

ソルベンシー・マージン総額 （A） 98,313 107,047 

 資本金等 25,380 30,628 

 価格変動準備金 1,557 1,962 

 危険準備金 6,888 8,093 

 一般貸倒引当金 ─ ─ 

 
（その他有価証券評価差額金（税効果控除前）・繰延ヘッジ損

益（税効果控除前））×90％（マイナスの場合 100％） 
36,214 30,724 

 土地の含み損益×85％（マイナスの場合 100％） △82 △158 

 全期チルメル式責任準備金相当額超過額 47,555 46,191 

 負債性資本調達手段等 ─ ─ 

 
全期チルメル式責任準備金相当額超過額及び負債性資本調達

手段等のうち、マージンに算入されない額 
△19,201 △10,395 

 控除項目 ─ ─ 

 その他 ─ ─ 

リスクの合計額  （B） 19,094 20,535 

 保険リスク相当額 Ｒ1 1,388 1,377 

 第三分野保険の保険リスク相当額 Ｒ8 878 916 

 予定利率リスク相当額 Ｒ2 482 490 

 最低保証リスク相当額 Ｒ7 ─ ─ 

 資産運用リスク相当額 Ｒ3 17,853 19,251 

 経営管理リスク相当額 Ｒ4 618 661 

ソルベンシー・マージン比率 

   （A）    

（1／2）×（B） 

1,029.7% 1,042.5% 

（注）上記は、保険業法施行規則第 86 条、第 87 条及び平成 8 年大蔵省告示第 50 号の規定に基づいて算出

しています。 

 

  

√(R1+R8)
2 + (R2+R3+R7)

2 + R4 

×100 
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（参考）実質資産負債差額 

 （単位：百万円） 

項   目 2018 年度末 

2019 年度 

第 3 四半期 

会計期間末 

資産の部に計上されるべき金額の合計額 （1） 882,144 927,759 

負債の部に計上されるべき金額の合計額を基礎として計算した金額 （2） 760,605 806,900 

実質資産負債差額Ａ （1）－（2）＝（3） 121,538 120,858 

満期保有目的の債券・責任準備金対応債券の含み損益 （4） ─ ― 

実質資産負債差額Ｂ （3）－（4） 121,538 120,858 

（注） 1. 「実質資産負債差額 A」は、実質資産負債差額の算出方法を定めた保険業法第 132 条第 2 項に規

定する区分等を定める命令第 3 条および平成 11 年金融監督庁・大蔵省告示第 2 号の規定に基づき

算出しています。 

 2. 「実質資産負債差額 B」は、「実質資産負債差額 A」から満期保有目的の債券および責任準備金対

応債券の時価評価額と帳簿価額の差額を控除したものであり、上記 1.の規定に加え保険会社向けの

総合的な監督指針Ⅱ－2－2－6 に基づき算出しています。 

 

7．特別勘定の状況 

該当ありません。 

 

8．保険会社及びその子会社等の状況 

当社の子会社としてマーキュリーNHB 特定目的会社等がありますが、当社の個別貸借対照表の注記等にお

いて当該子会社等に関する主要な情報を開示しているため、この資料における連結財務諸表の開示は省略して

います。 
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